
 

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業の概要について 

 

医療保険者による保健事業と介護予防事業はこれまで別々に実施されていた

ため、健康状況などの課題が一体的に対応できないという制度上の課題があっ

た。 

 

 このため、令和 2 年 4 月に「医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るた

めの健康保険法等の一部を改正する法律」が施行され、国により、市町村が高齢

者の保健事業と介護予防を一体的に実施するための体制が整えられた。 

 

当事業の実施については、後期高齢者医療広域連合が市区町村に事業実施を

委託、委託を受けた市区町村は KDB システムを用いた医療専門職による対象者

の抽出、健康課題の把握等の企画・調整を行い、①高齢者に対する個別的支援（ハ

イリスクアプローチ）と②通いの場等への積極的な関与等（ポピュレーションア

プローチ）の双方の取組を行うこととされている。 

また、事業実施については令和 6 年度までに全ての市区町村が実施すること

を目指している。（別紙１参照） 
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資料 1 （議題 1 関係） 

（ 事 前 配 布 資 料 ） 



疾病予防・
重症化予防

生活機能の改善

高齢者

※フレイルのおそ
れのある高齢者
全体を支援

保健事業
介護予防の事業等

医療・介護データ解析

④多様な課題を抱える高齢者や、
閉じこもりがちで健康状態の不明
な高齢者を把握し、アウトリーチ
支援等を通じて、必要な医療サー
ビスに接続。

②高齢者一人ひとりの医療・介護等の情報を一括把握
③地域の健康課題を整理・分析

かかりつけ医 等

⑥社会参加を含む
フレイル対策を
視野に入れた取
組へ

⑧通いの場への参加勧奨や、事業内容
全体等への助言を実施

①市町村は次の医療専門職を配置
・事業全体のコーディネートや企画調整・分

析を行うため、市町村に保健師等を配置
・高齢者に対する個別的支援や通いの場等

への関与等を行うため、日常生活圏域に保
健師、管理栄養士、歯科衛生士、理学療法
士、作業療法士、言語聴覚士等を配置

⑦医療専門職が、
通いの場等にも
積極的に関与

⑤国民健康保険と後期高齢者
医療制度の保健事業を接続

⑨民間機関の連携等、通い
の場の大幅な拡充や、個
人のインセンティブとな
るポイント制度等を活用

国保中央会・国保連が、
分析マニュアル作成・市町
村職員への研修等を実施

要介護
認定

介護
レセ

後期高
齢者の
質問票

⑪通いの場に、保健医療の視点からの支援
が積極的に加わることで、

・通いの場や住民主体の支援の場で、専門
職による健康相談等を受けられる。

・ショッピングセンターなどの生活拠点等
を含め、日常的に健康づくりを意識でき
る魅力的な取組に参加できる。

・フレイル状態にある者等を、適切に医療
サービスに接続。

健診
医療
レセ

～2024年度までに全ての市区町村において一体的な実施を展開（健康寿命延伸プラン工程表）～

経費は広域連合が交付
(保険料財源＋特別調整交付金)

⑩市民自らが担い手
となって、積極的
に参画する機会の
充実

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施（市町村における実施のイメージ図）

○企画・調整・分析等を行う医
療専門職の配置

○日常生活圏域に医療専門職の
配置
等に要する費用（委託事業費）

市町村が一体的に実施

・健診結果等を活用した保健指導
・かかりつけ医と連携した疾病管理や重症化予防
・健康教育、健康相談、適切な受診勧奨等
・介護予防との一体的なフレイル予防（運動・

栄養・口腔等）の取組
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